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／
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潟
市
會
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八
一
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■
共
催
／
新
潟
日
報
社　

■
後
援
／
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送

■
協
力
企
業
／
淺
川
園
、今
成
漬
物
店
、大
阪
屋
、里
仙
、高
橋
酒
造

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館

会場

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
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2
0
1
9
年  

春
季
企
画
展

2
0
1
9
年

4
月
2
日（
火
）〜
6
月
23
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
6
時（
午
後
5
時
30
分
ま
で
受
付
）

﹇ 

観
覧
料 

﹈一
般
5
0
0
円
、大
学
生
3
0
0
円
、高
校
生
2
0
0
円
、小
・
中
学
生
1
0
0
円

※

団
体
20
名
以
上
2
割
引
、土
日
祝
日
は
小
・
中
学
生
無
料

﹇ 

休
館
日 

﹈
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）※

4
月
30
日
は
休
館
日
で
す

《 

作
品
解
説
会 
》
第
２
、４
日
曜
日
、午
前
11
時  

当
館
展
示
室
に
て（
企
画
展
入
場
券
が
必
要
で
す
）

 h
ttp
:// aizu

yaich
i.or.jp



新潟市 會津八一記念館

〒950-0088 新潟市中央区万代3-1-1 新潟日報メディアシップ 5F
TEL.025-282-7612 / FAX.025-282-7614
当館へはメディアシップのエレベーターをお使いください。
（階段はございません）

お
問
合
せ
先

ホテルオークラ新潟
●

●
　 朱鷺メッセ

　●ANAクラウン
プラザホテル新潟
新潟中央
●郵便局

明石通り

紫竹山I.C弁天I.C桜木I.C

新潟バイパス

笹出線

越後線
新潟駅

上越新幹線 信越本線

●
新潟

伊勢丹

●
ラブラ
万代

信濃川 佐渡汽船
● 　　

萬
代
橋

八
千
代
橋

昭
和
大
橋

柳
都
大
橋

栗
ノ
木

バ
イ
パ
ス

新潟市
會津八一記念館
新潟日報メディアシップ5F

新潟駅から バス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分、新潟空港から タクシー約15分
メディアシップ駐車場（24時間営業） 220円（30分 税込）、夜間最大（20時～翌9時） 1,000円（税込）

万代シテイ共通駐車サービス券をご利用いただけます。 ※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐車場などもございます。

◎交通のご案内
◎駐車場のご案内

田
正
平（
1
8
9
9
〜

1
9
6
2
）は
新
潟
市
出

身
の
篆
刻
家
で
す
。篆
刻
と
は
石
や
木

な
ど
の
材
料
に
文
字
を
刻
し
て
印
章
を

作
成
す
る
こ
と
で
、古
く
か
ら
詩･

書･

画
と
共
に
文
人
が
た
し
な
む
芸
術
の
一

つ
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の

仕
事
は「
方
寸（※

約
3
㎝
四
方
）の
世
界
に

宇
宙
を
宿
す
」と
も
称
さ
れ
ま
す
。

　

正
平
は
14
歳
の
こ
ろ
、會
津
八
一
に

刻
印
の
才
能
を
見
込
ま
れ
、印
の
制
作

を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
か
ら
知
遇
を
得
ま

し
た
。八
一
は
正
平
を「
天
才
」と
絶
賛

し
、友
人
た
ち
に
印
の
購
入
を
勧
め
、自

身
も
多
く
の
印
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、正
平
が
当
時
の
日
本
篆
刻
界
の

第
一
人
者
だ
っ
た
山
田
寒
山
の
養
嗣
子

に
な
る
際
に
も
尽
力
し
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
八
一
の
応
援
も
あ
り
、正

平
は
大
成
し
、豪
放
磊
落
な
独
自
の
篆

刻
の
世
界
を
創
出
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

正
平
の
印
は
、八
一
だ
け
で
な
く
小
川

芋
銭
、堀
口
大
學
、棟
方
志
功
、中
川
一

政
ら
多
く
の
文
士
・
書
家
・
芸
術
家
た

ち
に
も
愛
さ
れ
ま
し
た
。

　

正
平
は
、篆
刻
以
外
に
も
書
画
や
刻

字
な
ど
で
も
そ
の
才
を
発
揮
し
、文
人

ら
し
い
数
々
の
名
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、晩
年
は
日
展
審
査
員
や
東
京
学

芸
大
学
講
師
に
な
る
な
ど
、後
進
の
育

成
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、正
平
の
篆
刻
や
書
画
・

刻
字
、八
一
と
の
親
交
を
示
す
作
品
資

料
を
中
心
に
、新
潟
県
内
に
残
る
作
品

な
ど
に
も
焦
点
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

※往復はがきに希望イベント名、住所、氏名、電話番号を記入し、會津八一記念館までお送りください。定員に達し次第締め切ります。
※1通につき1イベント、1名様でのご応募といたします。

イベントの申し込み方法

E V E N T  I N F O R M A T I O N

C om ment  t o  Shohe i  by  a r t i s t s

富田淳氏（東京国立博物館学芸企画部長）

山田正平の魅力

2019年5月31日（金） 14時～15時30分（予定）

悔いのみ多い生涯だが、かえりみて数すくない自怡（※み
ずからのよろこび）の一つは、若い日の山田正平君の清雅
な気性を愛し、大器の晩成を信じ、これに自分なりの手伝
を工夫実行したことであろう

堀口 大學（詩人・フランス文学者）『山田正平作品集』（木耳社・1976年）より

一止道人（※山田正平の雅号）の印は、その書と画ととも
に実に文人らしい作である。或はこんな文人は又といな
かった

西川 寧（書家）

［ 講 師 ］

［ 演 題 ］

［ 日 時 ］

新潟日報メディアシップ 2階 日報ホール 

100名

500円　

［ 会 場 ］

［ 定 員 ］

［参加費］

　 會津八一 《寒山寺》（1950年・個人蔵［山田正平旧蔵］）　   山田正平 《養如春》（個人蔵）

　 山田正平 《山中饒霜露》（個人蔵）　   會津八一 《師子獨行》（個人蔵［山田正平旧蔵］）

　 山田正平 《井の頭図・水禽鼓翼飛》（個人蔵）　   小川芋銭 《渇波童子図》（1936年・個人蔵［山田正平旧蔵］）

　 山田正平 《癡人図》（個人蔵）　   山田正平 《白蘋世界》（1951年・個人蔵）

　 山田正平 《好古樂道》（1953年・個人蔵）　   山田正平肖像
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